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履修に
当たっての
注意・助言

講義計画

　１．オリエンテーション　　　　　　　自己紹介、ゼミナールの進め方等について
　２．研究について（１）　　　　　　　実践研究を進めるにあたって（実践・調査・文献研究等について）　
　３．研究について（２）　　　　　　　興味、好奇心、探求心に基づく研究テーマ選定について（討議）
　４．子ども理解の方法（１）　　　　　子どもの見方、人間観、教育観について
　５．子ども理解と方法（２）　　　　　行動観察法（記録の取り方等）について
　６．子ども理解の方法（３）　　　　　検査法（WISC－Ⅲ、Ｋ－ＡＢＣ等の概説）について
　７．子ども理解の方法（４）　　　　　情報収集法、質問紙法（発達検査、社会能力、ＬＤ調査票）について
　８．文献購読・発表・討論 　　　　　 課題文献
　９．文献購読・発表・討論　　　　　　課題文献
１０．文献購読・発表・討論　　　　　　自由選択文献
１１．文献購読・発表・討論　　　　　　自由選択文献
１２．教材作成実習（１）　　　　　　　ことばの指導に用いる教材・教具の作成実習
１３．教材作成実習（２）　　　　　　　写真や絵カード、スケジュール表等の教材作成実習
１４．実践アクセス講義(ｹﾞｽﾄﾃｨｰﾁｬｰ)　　小学校の特別支援学級の実践から学ぶ　　　
１５．研究の進め方（１）　　　　　　　「実践研究」の進め方について
１６．研究の進め方（２）　　　　　　　「調査研究」の進め方について
１７．研究の進め方（３）　　　　　　　「文献研究」の進め方について
１８．特別支援学級の見学　　　　　　　 授業参観・施設見学
１９．特別支援学校の見学　　　　　　　授業参観・施設見学
２０．卒業研究テーマについて（１）　　テーマの設定について
２１．卒業研究テーマについて（２）　　テーマに基づく情報・資料収集について
２２．卒業研究テーマについて（３）　　研究計画について
２３．論文の書き方について　　　　　　全体構成と書き方の手順について
２４．実践アクセス講義(ｹﾞｽﾄﾃｨｰﾁｬｰ)　　特別支援学校の実践から学ぶ
２５．グループ研究の発表会（１）　　　研究成果のプレゼンテーション及びディスカッション等
２６．グループ研究の発表会（２）　　　研究成果のプレゼンテーション及びディスカッション等
２７．グループ研究の発表会（３）　　　研究成果のプレゼンテーション及びディスカッション等
２８．卒業研究テーマ中間発表（１）　　卒業論文で取り組みたい研究テーマを発表する
２９．卒業研究テーマ中間発表（２）　　卒業論文で取り組みたい研究テーマを発表する
３０．全体の総括（まとめ）

テキスト 随時プリントを配布する。

参考書

目的と概要

障害のある幼児児童生徒の一人ひとりの教育的ニーズに応じた指導・支援の在り方について考える。前期は、
さまざまな障害や特性の理解（実態把握）と教材づくりについて学び、後期は、研究の進め方や指導・支援の
実際（特別支援学級、特別支援学校の実際）について学ぶ。これらの内容を参考に、卒業研究のテーマ選定
を進めていってほしい。

成績評価法 出席状況、ゼミでの研究・発表レポート等により総合的に評価する。

開期 通年 水曜日3限

授業テーマ

・卒業研究に向けてのテーマ選定と、障害のある子どもの理解と指導・支援の在り方について実践的に学ぶ
・自分の体験や考え・意見等を他者わかりやすく伝えるためのプレゼンテーショ力を高める
・教員採用試験に向けた問題・面接対策を推進する
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